
 
１ 単元のねらい 

世界平和の実現と人類の福祉の増大のためには，国家間相互の主権の尊重と協力，各国民の相互理解と協力が
欠かせないことが分かり，国際社会の仕組みを理解することができる。また，世界の安全保障の中核となる国際連合につ
いて関心をもち，具体的な活動について資料をもとに調べるとともに，世界平和に貢献していくあり方についても考えること
ができる。 

 
 

２ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単

元

の

評

価

規

準 

国際連合の仕組みや課題，国
際社会の動きについて，具体的事
例をもとに理解している。 
世界平和の実現と人類の福祉の

増大のためには，国家間の相互の
尊重と協力，国際機構の役割が
大切であることを理解している。 

主権国家の位置付けや国際連
合の働き，国際社会の動きの背景
や課題などについて多面的・多角的
に考察し，その過程や結果を適切
に表現している。 

 

国際連合の仕組みや地域主
義，新興国の動きなどを理解するた
めに，情報を適切に選択して読み
取ったり図表などにまとめたりしてい
る。 

 

 

●学習改善につながる評価 〇評定に用いる評価 

 

評価／時数 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

知識・技能  ● ● ●   

思考・判断・表現     ○ ○ 

主体的に学習に取

り組む態度 

●     〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名            国際社会の仕組み 



 

 

３ 単元構造図（全６時間） ☆獲得する認識 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

国際社会の 

仕組み 

単元学習前の生徒の意識 
これまでの学習で，社会生活におけるルールや法の必要性は分かった。これを，国際社会と

いう視点で考えてみると，歴史や地理で学習したように地域紛争や領土問題などのトラブルが
あり，国同士のルールづくりや問題の解決は難しそうだ。 

単元学習後の生徒の意識 
主権国家の意味が分かり，他国を尊重することは大切である。その上で，国際法や国際連合などの機関が中心とな

って，国際社会の諸問題の解決に取り組む必要がある。現在，地域主義によって生じる対立や途上国と先進国の間
で拡大する経済格差などの問題が見られ，戦争や紛争の一因になっている。解決に向けた努力が求められている。 

第１時 SDGｓから地球規模の課題についてとらえよう【●主体的に学習に取り組む態度】 

  
 

世界には地球規模で考えなければならない課題が多く存在している。持続可能な社会を実現するために現代の私

たちは，国家間の相互の協力が必要である。地球規模の課題を解決して，平和な国際社会を実現していくために私

たちができることを考えていきたい。 

第６時 新興国の台頭と経済格差 【〇思考・判断・表現 〇主体的に学習に取り組む態度】 

 
☆相互依存 ☆南北問題 ☆新興工業経済地域 ☆南南問題 経済のグローバル化が進んだことで，他国の存在なしには成り立たない。それゆえ，一国の問題はその国だけでは解決できず，

国際社会が協力して取り組むことが求められている。現在の国際社会において，途上国と先進国との経済的な格差が拡がる南北

問題や南南問題とよばれる途上国間での格差も生じており，国際的な課題である。 

グローバル化の中で，国際関係はどのように変化してきただろうか。 

第５時 地域主義の動き【〇思考・判断・表現】 

 
☆ヨーロッパ連合（ＥＵ） ☆ユーロ ☆地域主義（リージョナリズム） 

☆ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合） ☆アジア太平洋経済協力会議 今，地域同士のつながりを深め，１つの国のように活動していく地域主義が広がっている。地域主

義によって，異なる歴史，文化，言語の国々が一つになり，平和に向けて進められている。日本も，

地域主義の流れに乗って，他の国との関係を深めている。しかし，すべて上手くいっているというわ

けではない。様々な問題も起きているので，今後解決しなければならない。 

地域主義とは，どんな動きなのだろう。 

 

第２時 国際社会における国家 【●知識・技能】 

 
☆主権 ☆国民 ☆主権国家 ☆領域 ☆排他的経済水域 ☆国際法 ☆国際協調 共生社会を築くために基本的人権の尊重や義務の遵守が大切だった。同じように国同士が国際社会の中で平

和を維持し共生していくためには，相互の主権の尊重や国際法の遵守が欠かせない。 

国家が尊重し合うために何が必要だろうか。 
 

第４時 国際連合の仕組みと役割【●知識・技能】 

 

☆国際連合 ☆総会 ☆安全保障理事会 ☆専門機関 ☆拒否権 ☆平和維持活動 世界の国々は国際連合を組織することで世界平和の維持と人類のくらしの向上をめざしていることが分かった。国
連の活動がなければ，世界は今よりも紛争や飢餓が激発して，多くの死者や難民を出していたのかもしれない。し
かし，まだ紛争や飢餓の問題など解決すべき問題はたくさん残っている。国連の課題や，国連に求められている事
柄は何だろう。日本の果たすべき役割は何だろう。 

国際連合の仕組みやはたらきを調べよう。 

第３時 領土をめぐる問題の現状【●知識・技能】 

 
☆竹島 ☆北方領土 ☆尖閣諸島  日本固有の領土をめぐって，現在でも周辺諸国との間で問題を抱えていた。日本は国際社会の中で平和を維

持し共生していくために，平和的な解決に向け努力をしている。 

日本は領土をめぐってどのような課題をかかえているのだろう。 
 

国
際
社
会
の
仕
組
み
は
，
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 



 
 



４ 単元指導計画 

時 ねらい 学習活動 評価規準・場面・方法 資料及び指導・援助 

１ SDGS

か
ら
地
球
規
模
の
課
題
に
つ
い
て
と
ら
え
よ
う 

地球規模の

課題について

考える活動を

通して，世界が

多くの課題に

直面している

ことに関心を

もち，解決する

ための仕組み

や取組につい

て，考えること

ができる。 

 

 

 
 
1 教科書を見て，ＳＤＧｓについて確認する。 
・国連の加盟国が１７の目標を立て，２０３０年までに
達成すると合意している。 
・世界は様々な種類の問題に直面している。 

2 興味・関心のある課題を選択して，その解決方法につ
いて考える。 
・国同士で協力して解決する。 
・先進国が途上国の支援をして解決をする。 

3 課題解決の方法を交流し，単元の課題を設定する。 
・世界の抱える課題を解決するためには，国同士の協力
が必要だ。 
・国際的な組織を作ることで，課題解決に向かうのでは
ないか。 
《単元を貫く課題》 

世界の抱える課題
について考え，国際
社会の仕組みを理
解しようという追
究意欲がもててい
る。 
（主体的に学習に
取り組む態度） 
 
 

◇SDGｓの一覧表
（教科書） 
・イラストが表し
ている内容と具
体例がつながる
ように支援をす
る。 

  
・世界の抱える課
題が多くの国に
関係しているこ
とを連想できる
ように助言する
ことで，世界の抱
える問題の特色
を考えられるよ
うにする。 
 

 自分の国のことばかりを考えていたら，地球規模の課題は解決することができないのではないか。
このままではいけない。世界平和のために，国際社会の仕組みを理解し，問題をみんなで考えていき
たい。 

２ 

 

国

際

社

会

に

お

け

る

国

家 

世界平和を

築くための国

際社会のルー

ルを教科書か

ら調べること

を通して，国家

間の相互の主

権とその尊重，

国際法の存在

に気づき，それ

らの遵守が大

切であると理

解している。 

☆主権  

☆国民 

☆主権国家  

☆領域  

☆排他的経済

水域  

☆国際法 

☆国際協調 

 

 

1 前時をもとに本時の学習課題を設定し，追究する。 
 
 
・世界には190以上の国がある。 
・互いの領土を認め合う。 
・取り決めた条約は必ず守る。 
２ 教科書から，国際社会のルールについて調べる。 
《主権の尊重》 
・内政不干渉の原則 
・主権平等の原則 
《国際法を守る》 
・国際条約 ・国際慣習 
３ 教師の説明を聞き，調べた内容を確認する。 
４ 国家として十分機能していない国があることを教科書
から調べる。 
５ 本時のまとめをする 

主権の定義や国

際社会で守るべき

ルールについて理

解し，身に付けて

いる。 

（知・技） 

 

◇領域と経済水域

（図） 

◇日本の領域と経

済水域（地図） 

◇日本の南端にあ

たる沖ノ鳥島

（写真） 

◇オリンピックの

表彰式 

援助（写真） 

・主権や国際法に
ついては，具体例
を示すことで，理
解できるように
する。 
 

共生社会を築くのに基本的人権の尊重や義務の遵守が大切だった。同じように国同士が国際社会の
中で平和を維持し共生していくのには，相互の主権の尊重や国際法の遵守が欠かせない。 

国家が尊重し合うために何が必要だろうか。 

 国際社会の仕組みは，どうなっているのだろう。 

世界の抱える課題について考えよう。 



３ 

領

土

を

め

ぐ

る

問

題

の

現

状 

竹島，北方領

土，尖閣諸島を

めぐる問題の

起こった経緯

や現状を教科

書から調べる

活動を通して，

日本固有の領土

をめぐって，周辺

諸国との間で問

題を抱え てお

り，平和的解決

のために様々な

取組を行っている

ことを理解してい

る。 
☆竹島  

☆北方領土  

☆尖閣諸島  

 

１ 日本の抱える領土問題について知っていることを交流
する。 

 ・竹島は韓国に不法に占拠されている。 
 ・まだまだ解決されていない課題が多く残っている。 
 

 

２ 教科書，資料集から領土をめぐった問題について，経

緯や現状を調べノートにまとめる。 

竹島：平和条約が発効する直前の１９５２年１月，韓国

は国際法に反して一方的に漁業管轄権の範囲を示す線

を設定した。これ以降，韓国は竹島を不法に占拠してい

る。日本は国際司法裁判所に判断を委ね，平和的に解決

するという提案を行っている。 

北方領土：日本が降伏した後，ソ連の後を継いだロシア

が不法に占拠した状態が続いている。１９９３年の東京

宣言でロシアが領土問題を解決し，平和条約を結ぶため

の交渉に合意し，現在も交渉が続いている。 

尖閣諸島：１９７１年に中国が公式に領有権を主張し始

めた。中国が日本の領海に侵入する例が多数起こってい

ることに対し，外交的な努力を続けている。 

３ 海外の領土問題の解決策について説明を聞く。 

４ 本時のまとめをする。 

 日本が抱える領
土問題の経緯や現
状について理解
し，身に付けてい
る。 
 （知・技） 

◇領域と排他的経
済水域（図） 
◇竹島（写真） 
◇歯舞群島（写真） 
◇尖閣諸島（写真） 
・領土問題の現状
については，具
体的例を示すこ
とで，理解でき
るようにする。 
・領土問題の解決
方法について
は，海外の領土
問題の解決策の
具体例を示すこ
とで，考えられ
るようにする。 

 
 
 
 
 
 
 

  

日本固有の領土をめぐって，現在でも周辺諸国との間で問題を抱えていた。日本は国際社会の中で平和を維持し共生して

いくために，平和的な解決に向け努力をしている。 

 

４ 

 

国

際

連

合

の

仕

組

み

国際連合の

仕組みやはた

らきを調べる

ことを通して，

世界の国々が

国際連合を組

織することに

よって，世界の

平和と安全の

維持，世界の

人々のくらし

の向上をめざ

して努力して

いることを読

み取ることが

できる。 

☆国際連合  
☆総会  
☆安全保障理
事会  

１ 地域紛争解決に努力していた国連平和維持軍や国連に
ついて知っていること交流する。 
・アメリカやロシアには拒否権がある。 
・平和維持軍に日本も参加するようになった。 

 
 
２ 教科書，資料集から国際連合の目的や仕組み，はたら
きを調べノートにまとめる。 
目 的：世界平和の維持 
仕組み：総会，安全保障理事会，経済社会理事会 
専門機関，ＵＮＨＣＲなど 
働 き：世界の平和と安全の維持 

世界の人々のくらしの向上 
３ 国連の貢献について具体的な説明を聞く。 
４ 本時のまとめをする。 

国際連合の目的
と組織，役割につ
いて適切に情報を
収集し図表を作成
している。 
（知・技） 

 

◇国連児童基金に
よる学校への援
助（写真） 
◇国連難民高等弁
務官事務所によ
る食糧支援（写
真） 
◇世界保健機関に
よる医療支援
（写真） 
◇国連加盟国数の
増加（グラフ） 
◇国債連合のおも
なしくみ（図） 
◇国連の通常予算
の分担率（グラ
フ） 
・国連の図の必要 
な箇所を示すこ
とで，適切な内容
を読み取れるよ
うにする。 
 

国際連合のしくみやはたらきを調べよう。 

固有の領土をめぐってどのような問題を抱えているのだろう。 



と

役

割 

 
 
 
 

☆専門機関 
☆拒否権  
☆平和維持活   
  動 

 

世界の国々は国際連合を組織することで世界平和の維持と人類のくらしの向上をめざしているこ
とが分かった。国連の活動がなければ，ひょっとすると世界は今よりも紛争や飢餓が激発して，多く
の死者や難民を出していたのかもしれない。しかし，まだ紛争や飢餓の問題など解決すべき問題はた
くさん残っている。国連の課題や，国連に求められていることがらは何だろう。日本の果たすべき役
割は何だろう。 

５ 

 

地

域

主

義

の

動

き 

地域主義に

ついて資料か

ら読み取り，話

し合う活動を

通して，世界に

はさまざまな

地域間のまと

まりがあるこ

とに気付き，平

和のためには

地域間での連

携が必要であ

ると考え，表現

することがで

きる。 

☆ヨーロッパ連

合（ＥＵ）  

☆ユーロ  

☆地域主義（リ

ージョナリズ

ム） 

☆ＡＳＥＡＮ（東

南アジア諸国

連合） 

☆アジア太平洋

経済協力会

議 

１ EUやASEANについて，知っていることを発表する。 

 

２ EUやASEANについて調べ，交流する。 

EU：経済を中心に統合を目指す    

共通通貨ユーロを導入 

外交・安全保障・治安対策でも共通の政策を強化 

主権の多くをEUにゆだねられる 

ASEAN：経済・政治・安全保障の分野で協力 

３ 教師の説明を聞く。 

４ 本時のまとめをする。 

それぞれの地域間
のまとまりがあるこ
とで地域間の問題を
解決していることを
多面的・多角的に考察
している。 
（思・判・表） 
 
 

◇ＥＵの拡大とユ
ーロ導入国（地
図） 
◇世界のおもな地
域主義の動き
（地図） 
◇ＥＵ，ＡＳＥＡ
Ｎ，ＮＡＦＴＡ，
日本の比較（グ
ラフ） 

 
・地理の学習を思
い出すことで，地
域間のまとまり
の利点をかける
ようにする。 

 

今，地域同士のつながりを深め，一つの国のように活動していく地域主義が広がっている。地域主
義によって，異なる歴史，文化，言語の国々が一つになり，平和に向けて進められている。日本も，
地域主義の流れに乗って，他の国との関係を深めている。しかし，すべて上手くいっているというわ
けではない。様々な問題も起きているので，今後解決しなければならない。 

地域主義とは，どんな動きなのだろう。 



６ 

 

新

興

国

の

台

頭

と

経

済

格

差 

 新興国の台

頭など国際関

係に変化が生

じていること

に気付くこと

ができる。そし

て，それに伴っ

て経済格差の

拡大という新

たな問題も起

きていること

を考え，表現す

ることができ

る。 

☆相互依存 

☆南北問題  

☆新興工業経

済地域  

☆南南問題 

１ 新聞記事から世界の結びつきについて考える。 

・日本の企業が海外に多く工場を建設している。 

・海外工場が被害を受けると，日本も大きな影響があ

る。 

・グローバル化で，他国の存在なしには成り立たない。 

 

 

 

２ 第二次世界大戦以降の様子について調べる。 

・途上国はモノカルチャー経済から脱していない。 

・先進国との格差が拡大している。（南北問題） 

・1960年代以降，工業化が進んだ国がある。（NIES） 

・2000 年代に入ると，広大な国土と資源，人口によ

って 

経済成長する国がある。（BRICS） 

３ 調べたことを交流する。 

４ 本時のまとめをする。 

途上国と先進国の
間の経済格差や途上
国間の経済格差が拡
がっている様子について
調べ，まとめている。 
（思・判・表） 
 

◇タイで発生した

洪水を報じる新

聞記事 

◇主な国の経済成

長率（ＧＤＰの

増加率）の推移 

◇中国のシャンハ

イ（上海）の高

層ビル群の写真 

◇インドのムンバ

イの様子の写真 

 

・地理の学習を想
起させ，経済成長
が著しい国とそ
うでない国の様
子を比較できる
ようにさせる。 
 

経済のグローバル化が進んだことで，他国の存在なしには成り立たない。それゆえ，一国の問題は
その国だけでは解決できず，国際社会が協力して取り組むことが求められている。現在の国際社会に
おいて，途上国と先進国との経済的な格差が拡がる南北問題や南南問題とよばれる途上国間での格差
も生じており，国際的な課題である。 

 

グローバル化の中で，国際関係はどのように変化してきただろう

か。 


